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て完成させ，参考論文 6 編（うち審査付き 3 編；投稿予定論文 2 編）を添えて長崎大学大学院生産科
学研究科教授会に博士（工学）の学位を申請した。 
長崎大学大学院生産科学研究科教授会は，平成 18 年 7 月 19 日の定例教授会において論文内容を検
討し，本論文を受理して差し支えないものと認め，上記の通り審査委員を選定した。委員会は主査を
中心に論文の内容について新規性・科学的意義を慎重に審議し，公開論文発表会での発表を行わせる

























の無機フィラーである ZnO の混合度と配合剤の均一性を比較評価し，ZnO 混合度および均一性は
ロータ翼先端のせん断速度よりもロータの積算回転数（移動回数）に依存すること，環状部の
せん断速度を大きくすることがポリマーの分配混合に効果があることを明らかにしている。
第６章では，ロータ軸部形状が異なるが，ロータ翼先端のせん断速度，混合室内径，そして混
合室長さが同じで容量の異なる産用混練装置で除熱能力の比較を行っている。ロータ軸とチャ
ンバ間の環状部のせん断速度を大きくすることにより伝熱面に接する割合が増し，除熱効果が
向上することを見出している。すなわち，伝熱は混合室のロータ，混合槽などの各部において
個別に考える必要があり，ロータ軸径を大きくすることがゴムコンパウンドの粘弾性状態の変
化に拘らず，ロータ部の安定した高い除熱効果が得られることを明らかしている。 
 第７章では，本研究の総括を行い，今後の展望について述べている。 
すなわち，本研究は，今までの密閉式混練機では，ロータ翼部が混練り効果に支配的と考えられてい
たことを覆し，ロータ形状とゴムとフィラーの分散の関係をベンチスケールと生産スケールの装置を
用いて詳細に調べ，ロータ翼とチャンバ間で混練りに加えて，ロータ軸とチャンバ間でゴムコン
パウンドの混練挙動を発生させることが分散性向上に効果があることを見出して，新規な接線
式密閉式混練機の開発に成功している。 
 
平成18年9月13日開催の研究科教授会は，本論文が新規な内容を含みゴム材料科学の発展に学術的
かつ工業的に寄与するものであることを認め，博士（工学）の学位に値すると判定した。 
 
